
連合社会福祉学研究科 博士課程 博士論文研究テーマ 

 博士論文研究テーマ（課程修了によるもの） 

1 
特別な支援が必要な幼児の早期発見・早期支援に関する研究 

～養護教諭の視点からみた就学までの支援について～ 

2 
介護老人保健施設における住宅復帰支援に関する研究 

―在宅復帰マネジメントツールの開発― 

3 独居高齢女性へのインフォーマルサポート形成要因 

4 介護福祉領域における鍼灸治療の認知度と活用の可能性 

5 
地域包括ケアシステムの構築に向けた専門職連携の実践力評価に関する研究 

－メゾ・ミクロ領域を焦点化した連携実践基礎力評価尺度の開発― 

6 
身体拘束廃止に向けた介護保険施設等の現状と取り組み 

～介護保険施設等職員に対する調査より～ 

7 男性の訪問介護職への参入と定着に関する研究 

8 
コミュニティソーシャルワーカー養成のスーパービジョン研究 

－セルフヘルプ・アプローチによるグループスーパービジョン手法の構築－ 

9 わが国におけるムーブメント法の臨床的適用 

10 立ち上がり介助の方法にみるケアワーク実践の専門性に関する実証的研究 

11 

男性の視点を加味した「親力育ち」支援研究 

－中・高校生，大学生，妊娠期・出産後の父・母親の対児感情と赤ちゃん泣き声に対する 

イメージの分析から－ 

12 学校現場における不登校児に対する行動論的アプローチ 

13 
「社会的引きこもり事例に関する旅行を介した支援の研究」 

－旅行療法の確立をめざして－ 

14 
インクルーシブ保育における障がい児と健常児の社会的相互作用について 

-仲間関係の要因と保育者の役割- 



 博士論文研究テーマ（論文提出によるもの） 

1 
開発と生活の質の理論枠組みの構築と実践 

―インドの貧困層の精神的側面のニーズに関する研究― 

2 生きていることの有意味感を見据えたソーシャルワーク援助枠組みについての研究 

3 
ソーシャルワークスーパービジョンの構造と関係についての研究 

－効果的なスーパービジョンの要件として－ 

4 学部ソーシャルワーク教育カリキュラムの開発に関する研究 

 


